
 

           新技術調査表（１） 登録番号 2024006 

名  称 自在ジョイント継手 作成年月日 2025年 2月28日

更新年月日 年 月 日

 副  題 施工性を向上させた機械式継手  開発年月日 2022年 2月18日

 
 
 分  野 

①共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

➀材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

鉄筋工 

 

 

使用条件：有機グラウト  

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 大谷製鉄株式会社 担当部署 製品開発企画部 

担当者名 小寺 耕一郎、北林 久也 ＴＥＬ 0766-84-6151 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ

先 

会社等名 大谷製鉄株式会社 担当部署 営業企画課 

担当者名 永淵 英生 〒 330-0854 ＴＥＬ 048-729-8390 

住  所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-242鐘塚ビル７階 ＦＡＸ 048-729-8389 
 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.e-osc.co.jp/products/information/chance/ e-mail h.nagafuchi@e-osc.co.jp 

 【概 要】 
自在ジョイント継手とは、接続しようとする２本のねじ節鉄筋の両端に、専用のカプラーとナット

をそれぞれ取付け、双方を嵌合して接合する機械式継手である。 
 【特 徴】 
１.継手部材をカプラー部とナット部に分割する構造にして作業時間が短縮 

２.カプラー部とナットの形状をテーパー状にして嵌合性が向上 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 

様式－３ 

【図－1】在来型ねじ節鉄筋用機械式継手の

外観図・断面図・外観写真 

【表－1】従来技術（在来型ねじ節鉄筋 
用機械式継手）の種類・適用範囲 【表－2】新技術（自在ジョイント継手）の種類・適用範囲 

【図－2】自在ジョイント継手の外観図・断面図・外観写真 

外観図 外観図 

断面図 断面図 外観写真 外観写真 

https://www.e-osc.co.jp/products/information/chance/
mailto:h.nagafuchi@e-osc.co.jp


新技術調査表（２） 
 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ④コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入 機械式継手、ねじ節鉄筋、 

開発目標 
（選 択） 

１省人化 ②省力化 ③作業効率向上 ４施工精度向上 ５耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

技 

術 

と 

の 

比 

較 

 従来技術の材料名・工法名：在来型ねじ節鉄筋用機械式継手 
 １ 工 程【①短縮（  ％）２同程度 ３増加（  ％）】（作業時間短縮【表-4】参照）
 ２ 省 人 化【1向上（  ％）②同程度 ３低下 （  ％）】 (             ）
 ３ 経 済 性【1向上 (  ％）２同程度   ③低下 (  ％）】 (材料費が高額【表-3】参照）
 ４ 施工管理【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ）
 ５ 安 全 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ）
 ６ 施 工 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（嵌合性が向上      ）
 ７ 環 境【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ）
 ８ 汎 用 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】 (             ）
 ９ 品 質【①向 上    ２同程度 ３低下          】（SA級継手の技術評価取得 ）
 10  そ の 他（                                   ）

【歩掛り表】  標準 ・ 暫定  
 
【施工単価等】 

【表－3】工程・経済性の比較 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
【参考資料】 
・土木学会：鉄筋定着・継手指針［2020年版］ 
・土木学会：ODIシリーズ自在ジョイント継手の技術評価報告書 
 
【建設局事業への適用性】 
・現場で打設する鉄筋コンクリート構造物における鉄筋の継手 
 

※工程の詳細は【表－4】参照 

※労務費他は「土木コスト情報 2024.10（（一財）建設物価調査会）」による 

（新技術においても標準単価適用により従来技術と同額） 



新技術調査表（３） 

１．継手部材をカプラー部とナット部に分割する構造にして作業時間が短縮 

従来技術の「在来型ねじ節鉄筋用機械式継手」は、ねじ節鉄筋同士を一つの継手部材（カプラー）で

接合する構造である。その主な作業手順は、①「マーキング」⇒ ②「一方のねじ節鉄筋の先端とカプ

ラーを接合」⇒ ③「もう一方の（追加する）ねじ節鉄筋の先端とカプラーを接合」⇒ ④「カプラー内

にグラウト材を注入」である。 

一方、新技術の「自在ジョイント継手」は、接合するねじ節鉄筋の先端にカプラー部とナット部をそ

れぞれ取付けて接合する構造となっている。その主な作業手順は、①「マーキング」⇒ ②「ねじ節鉄

筋の各先端に、カプラー部・ナット部をそれぞれ接合」⇒ ③「カプラー部とナット部を接合」⇒ ④「カ

プラー内にグラウト材を注入」である【図－3】 

このうち②の作業について、従来技術では③の作業の前に一度カプラーを片側の鉄筋に全貫通させな

ければならない。その際、鉄筋が真っ直ぐになっていない（小さな曲折を有する）場合、接合時にカプ

ラーの内側とねじ節鉄筋の節が干渉してしまい、カプラーの長さが長くなる（【表－1】D25 で 150 ㎜、

太径になるほど長くなる）につれて貫通しづらくなって、作業時間を要することとなる。 

 一方、新技術では継手部材がカプラー部とナット部に分かれているため、従来技術に比べてカプラー

部もしくはナット部に鉄筋をそれぞれ接合させる延長が短くなる（【表－2】D25 でカプラー部 82 ㎜、

ナット部 75 ㎜）ことから、作業時間が低減する【表－4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【表－4】作業時間の比較 

【図－3】作業手順の比較 



技術調査表（４） 

２. カプラー部とナットの形状をテーパー状にして嵌合性が向上 
作業手順③を行う際、通常のカプラーの形状の場合、カプラーの開口部とナット部の先端がぴった

り合うように位置を合わせる必要があり、現場での組立時に若干のずれがあると嵌合しにくい。 
新技術では、接合するカプラー部内側とナット部外側の形状を、先端部に向かって径を小さくする

テーパー状としているため、位置合わせ時に余裕が生まれ、嵌合しやすくなっている。【図－4】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎自在ジョイント継手の特性と評価について 

新技術（自在ジョイント継手）の特性評価として、土木学会発行「2020年版 鉄筋定着・継手指針」
に定める「一方向引張試験」「弾性域正負繰返し試験」「塑性域正負繰返し試験」の特性評価試験を
行った。 

各試験の特性について、「一方向引張試験」は強度、剛性、伸び能力、すべり量を、「弾性域正負
繰返し試験」は強度、剛性、すべり量を、「塑性域正負繰返し試験」は強度、すべり量をそれぞれ確
認した。【表－5】 

その結果、「一方向引張試験」、「弾性域正負繰返し試験」、「塑性域正負繰返し試験」の全ての
項目において特性判定基準のSA級をクリアした。【表－6】 

以上から、土木学会の技術評価書を取得している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【施工上・使用上の留意点】 
・自在ジョイント継手で使用するねじ節鉄筋は、大谷製鉄㈱製のものとする           

・当継手の施工は大谷製鉄㈱による施工技術講習を受講し、継手作業資格認定証を取得した者が行う  

・施工は外気温により硬化時間が異なることに留意して行うこと【表－7】 

・グラウト注入後、継手端面からグラウト材が漏れ出ていることを確認する【写真－1】    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【表－5】特性評価試験の概要 

【図－4】嵌合状況の比較 

【表－7】外気温とグラウト材の硬化時間 

【写真－1】グラウト充填の確認方法 

【表－6】新技術の特性評価試験結果と特性評価基準 



 
新技術調査表（５） 

 

実績 

件数 

  東 京 都：     件 

  国 土 交 通 省：   6 件 

  その他公共機関：    4 件 

  民 間：      件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

  建 設 局：    件 

  都市整備局：     件 

  港 湾 局：     件 

  〇 〇 局：     件 

水 道 局：    件 

下水道局：    件 

交 通 局：     件 

 

 特  許    ①有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し （番号： 特許第7228295号    ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

評
価
・
証
明 

①技術審査（（公社）土木学会 番号：28） ２民間開発建設技術（番号：       ） 

   ・証明年月日（2023年3月10月    ）  ・証明年月日  （          ） 

                      ・証明機関   （          ） 

 ③新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 

 （番号：CB-240024-A 登録年月日：2024年9月17日） 

【評価等の内容】 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 №

都
実
績 

 
 
 

 
 
 

なし 
 
 

 
 
 

 
 
 

 発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

他
実
績 

国土交通省北陸地方整備局主
要地方道金沢田鶴浜線地方道
改築工事 
 
福井県土木部奥越土木事務所 
 
 
国土交通省中部地方整備局 
飯田国道事務所 
 
国土交通省近畿地方整備局福
井河川国道事務所 
 
長野県伊那建設事務所 
 
 
国土交通省北陸地方整備局金
沢河川国道事務所 
 
長野県飯田国道事務所 
 
 
 
国土交通省近畿地方整備局福
井河川国道事務所 
 
国土交通省中部地方整備局 
飯田国道事務所 
 
長野県木曽建設事務所 
 
 

主要地方道金沢田鶴浜線地方道改築
工事 
 
 
橋梁災害復旧工事5災5号 
 
 
令和3年度三遠南信8号橋下部工事 
 
 
大野油坂道路箱ヶ瀬東高架橋 
 
 
令和5年度防災・安全交付金(街路)工
事(都)環状北線伊那市 
 
R5.6犀川橋耐震補強工事 
 
 
令和4年度2災公共土木施設災害復旧
工事(国)418号下伊那郡天龍村足瀬1
工区 
 
大野油坂道路下中野瀬橋 
 
 
令和3年度三遠南信6号橋下部工事 
 
 
令和4年度国補道路改築(道路メンテ
ナンス)工事(-)上松南木曽線木曽郡
大桑村和村橋 
 

2024/08 
 
 
 
2024/06 
 
 
2024/05 
 
 
2024/02 
 
 
2024/02 
 
 
2024/02 
 
 
2024/02 
 
 
 
2024/01 
 
 
2023/04 
 
 
2023/03 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


